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（V1, V2, V3, V4v）で差は見られなかった。この結果は、これまでの両眼視野
闘争の fMRI研究と一致するものであった。fMRIによる測定だけで、従来の電
気生理学研究と一致するオンセット応答と、従来の fMRI研究と一致する知覚交
替時の応答という、２種類の異なる性質の応答が低次視覚野には存在すること
が示された。このことは、これまで報告されていた電気生理学研究と fMRI研究
の食い違いは、スパイク活動と BOLD信号という異なる信号を測定しているこ
とに起因したアーチファクトなどではなく、視覚意識に関して異なる性質を持
った２つの神経プロセスが低次視覚野には共存していることを示唆している。 
第４章では、本研究の結果をまとめ、両眼視野闘争と注意に関する最新の研
究について概説し、今後の展望を述べた。最後に本研究の結果と先行研究を総
合的に説明しうる両眼視野闘争の神経基盤を提案した。 
 
